
例会プログラム 会長・幹事報告

出席報告

慶祝行事

会計報告

次回例会案内

2017年 3月 第二例会 842回

3月28日(火) 於 ホテルグランヴェール岐山 12：15～

司 会

１ 開会ゴング 会 長

２ 国歌並びにライオンズヒムの歌斉唱

３ ゲスト及びビジターの紹介

４ 慶祝行事（結婚祝）

５ 会長挨拶

６ 次期委員長、委員の委嘱

７ 落語鑑賞 岐阜大学落語研究会

＜ 食 事 ＞

８ 幹事報告

９ 各委員会報告

10 テールツイスター登場

11 出席報告 出席大会委員

12 会計報告

13  閉会ゴング

第842回 花見例会 第842回 幹事報告

ドネーション

ファイン

Boxファイン

合計

10人

3人

13人

金額

金額

金額

金額

55,000円

13,000円

円

68,000円

会員数

出席数

出席率

96人

87人

90.6％

日 時：

場 所：

例会名：

４月13日（木）18：00から

京都ホテルオークラ

京都嵐山ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞＣＮ30周年記念例会

３日 L.志智慈朗 ３日L.篠田浩之

15日 L.日比野晃一 24日L.山田敏夫

25日 L.所 浩史

結婚祝

1. ＜第３回ガバナー諮問委員会報告事項＞

①次期キャビネット、リジョン、ゾーン役員候補者

が決定されました。

1.次期ガバナー候補者 L.日高邦彦（久居ＬＣ）

2.次期ＨＺＣ候補者 L.林 輝見(養老ＬＣ)

3.次期ＺＣ候補者 L.水田 誠（岐阜西ＬＣ）

次期ＺＣＡ候補者 L.杉野正次郎（ 〃 ）

②クラブＬＣＩＦコーディネーターを2017年7月から

クラブ理事会に設置されることが決まりました。

2.  ３月14日（火）日本児童育成園にてスポーツ育成

支援金の贈呈式を執り行いました。会長L.志智、

ﾗｲｵﾝｽﾞｸｴｽﾄ委員長L.大橋が出席し、３万円を

贈呈しました。

L.日比野（晃）

L.志智

L.志智

L.志智

L.山田

L.伊藤

L.井ノ浦

L.廣瀬（哲）

L.中島

L.志智

３３４複合地区スローガン

100周年にウィ・サーブ

つなげよう未来へ

３３４－Ｂ地区スローガン
～次の100年への橋渡し～

新時代のライオニズムを知り、

未来を語ろう

岐阜西ライオンズクラブスローガン

不易流行 伝えようライオンズの魂



会長挨拶

特別記事

皆さん今日は。今日は花見例会ですが、外の桜は未だ蕾

が硬く、花見を楽しむのはもう少し先のことになろうと思い

ます。 今期も愈々仕上げの時期を迎え、次期キャビネット、

リジョン、ゾーン役員が決定されました。

さて、日本身体障害者福祉大会ぎふ清流大会の大会パ

ンフレット広告にゾーンとして協賛することになりました。

又、先日ご案内した100周年記念コインが届きました。私

以外、幹事と会計の三役が手にしていますので、ご覧いた

だければと思います。未だ募集中であると思います。ご希

望の方は是非ＬＣＩＦへの寄付になりますので、ご協力をお

願いします。

会長挨拶 会 長 L.志智 慈朗

落語鑑賞 「だくだく」 岐阜大学落語研究会

結婚祝

３日 L.志智慈朗 ３日L.篠田浩之

15日 L.日比野晃一 24日L.山田敏夫

25日 L.所 浩史

男は引越しをしたが、前の長屋でたまった家賃を工面するため

に家財道具の一切を古道具屋に売ってしまった。男は壁、床、

天井一面に白い紙を貼り、近所に住む画家に、豪華な家具や日

用品、そして眠る猫を細密に描いてもらう。さらに男は「用心のた

め、武芸の心得があるように見せたい」と希望し、長押しに掛けた

1本の槍を描いてもらう。男が留守にしている間、泥棒が男の部

屋を物色にやって来る。眠る猫（の絵）を見て「番犬がいない証

拠だ」と早合点した泥棒は、夜ふけを待って男の部屋に忍び込

む。泥棒はたくさんの豪華な家財道具（の絵）を見て驚喜し、タン

スの引き出しを開けようとするが、絵なので開くわけがない。ここ

で男が泥棒に気づくが、面白がって寝たふりをしつづけ、ひそか

に泥棒の様子を観察する。
驚きながらも男の事情を悟り、同情しつつあきれた泥棒は「この

まま帰ったのでは面白くない。この男が、ものがある『つもり』で

生きているなら、こっちも盗んだ『つもり』になって帰ろう。一反

風呂敷を広げた、つもり。風呂敷の中にタンスの中身をぶちま

けた、つもり。金庫を開けた、つもり。1億円ばかり盗んだ、つも

り。風呂敷の両端を縛り、背負って立ち上がろうとして立ち上が

らない、つもり」とつぶやきつつ、孤独なパントマイムを始める。

泥棒の粋に感じ入った男が「1億も盗まれては、黙ってはいられ

ない」と、ここで起き上がり、「袴の股立ちを取った（＝すそを引

き上げた）、つもり。たすき十字に綾なした、つもり。長押の槍に

手をかけて、石突きをトンと突き、りゅうとしごいて泥棒のわき腹

めがけてブツーッ! と突き立てた、つもり!」そこで泥棒が、「うう

む、無念。血がだくだくと出た、つもり」



委員会報告

日本児童育成園へスポーツ育成支援金の贈呈

エコキャップ回収運動 笠松小学校

ﾗｲｵﾝｽﾞｸｴｽﾄ委員長 L.大橋良広

保健・四献・視聴力・ｱｲﾍﾙｽ、環境保全委員長 L.広瀬真人

日本児童育成園にフットサル大会の準備資金として、

スポーツ育成支援金を贈呈致しました。

志智会長は、社会環境の変化により、体力や直接経験不足

によると思われるコミュニケーション能力の低下等が懸念される

昨今において、フットサルを通して青少年の心身の健全な成長

を促し、特に自己責任、克己心やルールを重んじるフェアプレ

イの精神を培ってもらいたいと願っています。

また、仲間や指導者との交流を通じて規範意識の醸成、友達

を慮る気持ちやいじめ撲滅に協力して向かう力を養う素に成る

とのお考えであります。

今後もスポーツを通じて、子ども達の健全育成推進を目指し

ますので、フットサル大会のご協力をよろしくお願いします。

笠松小学校の子ども達にお手伝いをいただき、集めた

ペットボトルのキャップを回収し、リサイクルセンターに持って

いきました。

数量 238ｋｇ 個数 102,340個

破棄されるペットボトルのキャップが、リサイクル製品として

プランターに作り替えられ、小学校で使用されています。こ

のようなリサイクル運動を通じて、子ども達が環境問題に関

心を持てるよう、学校側と共に取り組め、非常に良かったで

す。

次期委員長、委員の委嘱


